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血清 IgE 値正常気管支喘息患者 に お け る ア レ ル ゲ ソ 皮内テ ス ト

お よ び IgE　RAST 陽性率の 検討

　　　　　　 富山 医 科 薬 科大 学 医 学 部 第
一

内科

星 野 　清　　川 崎　聡 　　水 島　豊 矢野三 郎

　気管 支喘息患者 179例 を血 清 IgE 値 に よ り 3群 （L 群 ＜ 300U／m1 ，　 M 群 ＝ 300〜700U ／ml ，　 H 群 ＞ 700

U ／m1 ） に 分 け，正 常値群 （1． 群）に お け る ア レ ル ゲ ン 皮内テ ス トお よ び igE　RAST 陽性率を比較検討

した ．1）各群の 患者 の 占め る割合 は ， そ れ ぞ れ L 群 44％（78例 ），
M 群 28％ （50例 ），

　 H 群 29％ （51例 ）

で あ っ た．2）各群 の 皮内 テ ス ト陽
1

駐率は ， L 群 35％ （24／69），
　 M 群 74％（31／42），　 H 群 92％ （36／39），

健 常対 照群 14％ （3／21）で あ っ た．3）IgE　RAST 陽性 率 は L 群 37％（17／46），　 M 群 69％（27／39），　 H

群 83％（38／46）で あ っ た．4）皮内テ ス ト， IgE　RAST の ど ち ら か一方が陽性 と な る率は L 群 37％（29／
78），M 群 76％（38／50），　 H 群 92％（47／51）で あ っ た．以上 の 成績 よ り， 血清 lgE値正 常 の 気管支喘 息

患者に お い て も，比較的高 い ア レ ル ゲ ン 陽性率 を示す こ とが 明 らか と な っ た．よ っ て 喘息 型診断 に 際 し，

こ れ ら の 点 に 留意 す る必要 が あ る と思わ れ た ，

Key 　wordS 　l　 antibody − skin 　test − specific 　IgE − total　IgE　leve1 type　of　asthma

は じめ に

　気管支喘息 は そ の 成因 に よ り外因型 と内因型 と に 二

分さ れ，血 清 lgE高値 は 外因型 喘息を診断する際の 有

力 な基準 とな っ て い る．し か し ，
血 清 IgE 値正常 の 喘

息患者 に お い て も，
ア レ ル ゲ ソ 皮 内 テ ス ト や lgE

RAST が陽性 と な る 症例 を し ば し ば経験 す る．そ こ

で ， 今回我 々 は 血 清 IgE 値正常気管支喘息患者に お け

る ア レ ル ゲ ン 陽性率 の 実態を把握す る こ と を 目的に ，

血 清 lgE値 と ア レ ル ゲ ン 皮内 テ ス トお よ び lgE　RAST

陽性率 との 関連性を検討 した ．

対象 と方法

　当科 で 経験 した 気管支喘息患者 179例（男性97例，女

性82例 ， 平均年齢 38，8歳 （13〜74歳））お よ び，対照 と

し て 健常人21例（男性14例 ， 女性 7例 ， 平均年齢 は 34．2

歳 （21 − 70歳））を対象 と し た．皮内 テ ス ト （16種類）

は，鳥居薬品製 の 皮内 テ ス ト用 ア レ ル ゲ ン ユ キ ス を 用

い ，IgE（RIST ），　IgE　RAST は 各 々 フ ァ ル マ シ ア IgE，

RIA
，

フ ァ ル マ シ ア RAST 　RIA （フ ァ ル v シ ア 社）を

用 い て 測定 し た ．皮 内 テ ス ト は 膨疹 10mm 以 上 あ る い

は発赤21mm 以上を ， また IgE　RAST は RAST 　score

（2 ＋ ）以 上 を 陽性 と した ．血清 工gE 値 は 300U／m1 以下

を正常 とした，今回 ， 気管支喘息患者 を血 清 IgE 値に

よ り，L 群 （300U／ml 以下），　 M 群 （300〜700U／ml ），

H 群 （700U ／ml 以上 ）の 3群 に 分 け て 検討 を お こ な っ

た 〔Table　 1）．

Recelved； November 　26，1990

Accepted ： February　28，1991

成　績

　1．気管支 喘息患者 に お け る ア レ ル ゲ ソ 皮内テ ス ト

お よ び IgE　RAST 陽性率

　気管支喘息患者179例中，ア レ ル ゲ ン 皮内 テ ス トが施

行 さ れ た 150例 の ，吸入性 ア レ ル ゲ ソ 16種 に 対する陽性

率 を Table　2 に 示 し た ，・ ・ウ ス ダ ス ト （H ．D ．）

（51．1％）〉 ダ ニ （41．1％）〉 カ ン ジ ダ （35．3％）〉 ス ギ

花粉 （28．6％） の 順 に 高 い 陽性率 を 認 め た ．HD ．，ダ

＝ ，ス ギ花粉 の 各抗原 に 対 して 皮内 テ ス ト陽性 を示 し

た 患者 に お い て は ，IgE　RAST も64〜75％ と高 い 陽性

率を認め た ．し か し カ ソ ジ ダ 抗原 に 関 し て は，皮内テ

ス ト陽性 24例 中 IgE　RAST 陽性者 は 4 例 （17％） と低

率 で あ っ た ．ま た 逆 に，ダ a ，ス ギ 花粉抗原 に 対 し て

は ，皮内 テ ス ト陰性 で も IgE　RAST 陽性 とな る もの が

約 20％ に 認 め られ た ．
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Table　l　Profiles　of　patients 　in　each 　group

517

Case8 （％ ） MIFAge （Mean ± S．D．） Serum 　IgE・（Mean ± S．D ．）

Lgr   up 　 78
（43，6）

34／44 42 、3± 13．9
ー
　　工12，4± 79．4 （U ／mD

Mgroup 　 50
（27 ，9）

27〆23 40 ．3± 14．3 475．  ± 116．4

Hgroup 　 51
（28．5）

36／15 32．1±16．2 1566．9±827．8

Table　2　Pos重tive　rate 　of 　skin 　test　to　16　allergens 　in　asthmatic 　pat三ents

Allergens

House 　dust （H ．D ．）
MiteCandida

一

Si璽kShort

　ragweed 　P，
TatamiBuckwheat

Lesser　Reedmace 　P．
ASPergt

’
llus

Jpn．　Hops 　P．
CladoSPorizam

Jpn．　Black　Pine 　P ．
（P±
’
nus 　 Thumbergii ）

Orchard　grass 　p ．

Jpn，　Red　Pine　P．
（朽 鰍 sDeveStveora ）

Alternan
’
a

Skin　test（十 ）

51，1％ （72／141）

41，135328

．618
，117
．116
．714
，912
．611

，010
．68
．28
．16

．16
．1

6．0

〔30／73）

（49／139）

〔38／133）

（21／116）

（22／129）

（19／114）

〔18／121）

（12／95）

（15／136）

（10／94）

（8／97）

（9／111）

（6／98）

（7／115）

（6flOO）

IgE　RAST （十）

　 Skin　test（十 ）

74 ．5％ （41／55）

75．0　　（18／24）
16．7　　　（4／24）
63，6　　（14／22）

14畠3　　（1／7）

　 0　 （0／6）

22，2　　　（2／9）

14．3　　（1／7）

66．7　　　（2／3）

50．0　　（1／2）

IgE　RAST （十）
−

　 Skirl　test〔一）

3，8％（1126）

23．5　　（4／17）
4．3　（1／23）

20．0　（2／10）

　 0　（ ／3）
　 0　（0〃）

　 0　（0／2）

　 0　（0／12）

O　 （D／4）

Results　 of 　150　 asthrnatic 　patients　who 　 received 　skin 　test．

JPn，：japanese，
　P．：pollell．

Table 　3　Positive　rate 　of　skin 　test　to　6　allergens 　in　the　4　groups

House 　dust
　　（H ．D，）

Jpn．　RedCedar
　P．

Silk 　　Shortragweed
　P． TatamiBuckwheatPositive

　allergens

　　（mean ± S．D．）

セ。鏘

聖 跚
Hgroup
（n瓢30）

Ngroup
（n＝21）

27．1％
（13）

60．0
（18）

83．3
（25）

14．3
（312D

18．8％
　（9）

26．7
　　（8）
50 ．0
（15）

　 4 ．8
（1／21）

　6．3％
（3）

20，0
（6）

30，0
（9）

　0
（0／21）

　d．2％
　（2）

20，0
　 （6）

36．7
（11）

　 0
（0／21）

　4．2％

（2）
23 ．3
（7）

30．0
（9）

　0
（0／21）

　0．0％
　（0）
20，0
　（6）

33，3
（10）

　 0
〔0／21）

O．94± 1，1

2．03± 1．7

3．0  ± 1，9

0．19± 0．51

Results　of 　the　skin 　test　in　asthmatics 　and 　normal 　contror 　who 　received 　all　6　allergens ，

　　 Ngroup ： nermal 　cGntrol 　group．

　　 Jpn．：Japanese，　P ．：pollen，

　2．血 清 IgE 値 と ア レ ル ゲ ソ 皮内テ ス ト陽性率

　H ．D ．，ス ギ 花粉 ，
キ ヌ ，ブ タ ク サ 花粉，タ タ ミ

，
ソ

バ ガ ラ の 6種 の ア レ ル ゲ ソ をす べ て 皮内テ ス ト し得た

108例 に つ き，陽性抗原数 と血 清 IgE値 との 関連性 を

L，M ，　H 群 間 で 比 較検討 した ，Table　3 に 示す ご と く，

す べ て の 抗 原 で H ＞M ＞ L 群 の 順 に高 い 陽性 率 を示

N 工工
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Table 　4Positive 　rates 　of 　skin 　test　and 　IgE　RAST 　to　4　major

　　　　 allergens 　in　the 　3　grouPs

RASTSC   re

Skin　test（＋ ） IgE　RASTG ）
〈 1十 2十 3十 4十

H ，D． 25．4％ （16〆63） 364 ％ （12／33） 216 6 0

LgmupMite 28，1　 （9／32） 32．4　 （11／34） 23 2 4 5

Jpn．　Red17 ．7 （11／62） 23ユ 　 （3／13） 10 2 L 0
Cedar　P ．
c 覦 ゴ認α 35，4　 （23／65） 3．8　 （1／26） 25 1   0

H ．D． 76，7　（23〆30） 50．0 （16／32） 16 4 12 0

MgroupMite 47．8　 （11／23） 55．9　（19／34） 15 4 213

Jpn，　Red30 ．5　（11β6） 50．  　 （5／10） 5 2 2 1
Cedar　P．
c 砌 4翅 α 31．5　（13／38） 7．1　 （1／14） 13 0 1 o

H ．D ． 84，6　 （33β 9） 67．5　（27／40） 13 4 18 5

HgroupMite 55．6　（10／18） 81．3　（26！32） 6 5 120

Jpn，　Red45 ．7　（16／35） 78．6　（11／14） 3 9 2 0
Cedar　P，

c砌 4ガ磁 38．9　（14／36） 46．2　 （6／13） 74 2 0

H，D ．：house　dust，　Jpn．：Japanese，　P．；pollen ．

Table 　 5　Positive　rates 　of 　skin 　test　and 　IgE　RAST 　in　the　3　groups

Skintest（＋ ） IgE　RAST （＋ ）
Skin　test（＋）
Qr　RAST （＋ ）

Skin　test（＋）
and 　RAST （十）

Skin　test（一）
and 　RAST （一）

LgroupExtrinsic
（n＝15）

100％ （12／12） 8／．8％ （9／11） 100％ （15／15） 75．  ％ （6／8） O％ 　 　 （0／8）

Non ．Extrin．
unclassifiedor （n 二63）

21．1 （12／57） 22．9 （8／35） 22．2　（14／63） 13 ．8　 （4／29） 41，4　 （12／29）

Total
（n ；78）

34，8 （24／69） 37，0 （17〆46） 37．2　（29／78） 27，0　 （1 ノ37） 32．4　 （12／37）

MGroup
（n＝50）

73．8 （31〆42） 692 （27／39） 76、0　（38／50） 64．5　（20／3／） 16ユ 　 （5／3エ）

HGroup
（n 二51）

92．3 （36／39） 82．6 （38／46） 92 ．2　（47／51） 79 ．4　 （27／34） 8．8　 （3／34）

Cases　whQ 　showed 　positive　skin 　reaction 　only 　against 　Candida　antigen 　are 　classified 　into　the　negative 　group，

し，陽性抗原数 も H 群で平均 3．0個 ，
M 群，　 L 群，健

常群 で は それぞれ 2．0，0．9，0．2個 で あ っ た ．各群に お

け る皮内テ ス ト陽性抗原数 の 割含 を検討 す る と （Fig．

1）， 陽性抗原数 O， 1 の 占め る 割合 は L ＞ M ＞ H の 順

で あっ た ．しか し，L 群 で も複 数の 抗原 に 陽性 とな る者

が 15％ に 認 め られ た ，

　HD ．， ダ ニ
，

ス ギ 花粉，カ ソ ジ ダ の 4種抗原に つ い

て ，皮内テ ス トお よ び IgE　RAST 陽性率を 3群間 で 比

較 し た （Table　4）． カ ソ ジ ダ を 除 く 3種抗原 で の 皮内

テ ス トお よ び lgE　RAST 　wa性率 は ，　H ＞ M ＞ L 群 の 順

に 高率 で あ っ た ．L 群 に お け る IgE　RAST 陽性率 は

H ．D．＝ 36．4％，
ダ ニ ；32．4％，ス ギ 花粉 ＝ 23．1％と ，

L 群で も約 1／3の 症例で 陽性 を示 し，ダ ニに 対す る IgE

RAST で は RAST 　score 　4 ＋ の 例 が23例 中 5 例 も認

め られた ，カ ソ ジ ダ抗原 に 関 して は 皮内 テ ス トで は 3

群間 で 有意な差は 認め ら れ な か っ た が，IgE　RAST で

は H 群 で 462 ％ と他 の 2群 に 比 し高 い 陽性率が認 め

られ た．

　次 い で
，
L 群 を 問 診，臨床 経 過 等よ り外因型 と判 定 し

得た 群 と，非外 因型 ・型不明 の 2群 に 分けて 検討し た

（Table　5）．外因 型 と判定 され た 群 で は ，　L 群 で も皮内

テ ス ト100％ （12／12），
IgE　RAST 　81 ．8％ （9／11） と

高 い 陽性 率が 認め ら れ た ．ま た，皮 内 テ ス ト，IgE

RAST の うち，少 な く と も
一・

方 が陽性 と な る 率 は L

N 工工
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8％ 　ミ1
Ψ ；：こ：

ii．21％．ii ＼

　　　＼ ＼

65efo

Lgroup Mgroup HgrOup

　 　 　 （n
＝48 ）　　　　　　｛n

＝30）　　　　　　〔n
匹30）

　　 ［ 】：0／6　；　　　：1／6　；　匡垂羣：2／6　；　匿髪勇：3／6　；

　　 匡雪 ：4／6 ；　團羅 ：5／6 ；　■匹 ：6／6　allergens

　Fig，1．　 Percentages　of 　number 　of 　positive　aller ・

gens 　in　each 　group ．　Numbers 　of 　posit三ve 　ailergens ．

群 ＝37．2％ ， M 群 ＝76．0％，　 H 群 ＝92．2％で あ っ た ．

か っ た．つ ま り血清 IgE値 の 高い （700U／m1 以上 ）場

合 で は，外因型 で あ る 可能性 が高い が，逆 に 血 清 IgE

値 の 低 い （300U／ml 以 下）場合 で も外因型 は 否定 で ぎ

ず ， よ っ て 血 清 IgE 値正 常 の 喘息型診断 に は
， 十分慎

重で な げればな らな い と思われ た ．一般的 に 血 清 lgE

値が 高値 を 示 す場 合 に は，外因型 を 疑 い ア レ ル ゲ ン テ

ス トを施行する が，IgE値 が正常 の場合 に は ア レ ル ゲ

ソ テ ス トを施行 せ ず して 内因型 と診断 しが ちで あ る．

血清 lgE 値 と ア レ ル ゲ ン 陽 性率 とが高 い 相関を 有す

る こ とは 諸家 の
一

致す る と こ ろ で ある．た だ 個 々 に お

い て は ，必 ず し も血 清 IgE値 と ア ト ピ ー
性 と は

一
致 し

な い の も事実の よ うで あ る
9｝．こ の よ うな理 由 に よ り，

Atkinson ら
s）は 型 別 の ス ク リーニ ン グ と し て

，
血 清

IgE 値よ りもIgE　RAST を用 い る べ きだ と報告 し て

い る．ま た，Kuno −Sakaim〕は，型別診断 に は total　IgE

と specific 　IgE 抗体 の 両者 を測定す る こ とが 必要だ と

述べ て い る．今回 の 我 々 の 成績 は
， 彼 らの 主張 を支持

す る もの で あ っ た ．HD ． お よ び mite 抗原 に 対す る

IgE　RAST は ，ル ー
チ ソ に 検査す る こ とが 望 ま し い と

思わ れ た （Table　4）．血 清 IgE 値正常気管支喘息患者

に お け る ア レ ル ゲ ソ 陽性状況に 関する本邦で の 報告例

は 乏 し く，よ っ て こ こ に 我 々 の 成 績を示 した ．

考　察 結　語

　気管支喘息患者 を血清 IgE 値 に よ り 3群 に 分け，血

清 IgE値正 常 群 （300U／ml 以
1
ド）に お け る ア レ ル ゲ ン

（16種）テ ス ト陽性率 を検討 した．当院 で の IgE（RIST ）

の 正 常値 は 43〜303U／m1 （信頼区 間80％，幾何学 的平

均値 ± 1．282SD）で あ り，よ っ て 300U／ml 以下を正常

と した ．こ の 値 は 諸家 の 報告
工）−6）か らみ て 妥 当 と考え

る、気管支喘息を外因型か内因型か に 型別す る際，問

診 に 加 え血 清 lgE 値を有力 な参考項 目に す る 場 合 が

多 い 7），し か し，今 回 の 我 々 の 検討で は ，血 清 IgE 値正

常 の L 群 で も約 1／3の 症例 で 皮 内 テ ス トや IgE　RAST

陽 性 を 示 す結果 が 得 られ ，
IgE 値 正 常群 に も外 因 型喘

息症 例 の 含 ま れ る 可 能性 の 高 い こ と が 示 唆 さ れ た

（Table　5）．また ， 表 に は 示 さな か っ た が
，
1血清 IgE値

が 150U／ml 以下 の 気管支喘息症例 の 検討で は ，皮内テ

ス ト 陽 性 率 30．0％ （15f50 例），　 IgE　RAST 陽 性 率

27 ．3％（9／33例 ），1支内テ ス ト，IgE　RAST の どち らか

が陽性 と な る 率 は 36．8％ （21／57例）と，
血 清 lgE 値を

300U／ml 以下 と し た 時 の 陽性率 と大 きな差 は 認 め な

　血清 lgE値が 正 常な （lgE 値3eOU／ml 以下）気管支

喘息患 者 群 で は
，   皮 内 テ ス ト 陽性 率35％，   lgE

RAST 陽性率 37％，  皮内テ ス ト，IgE　RAST の ど ち

ら か が陽性 とな る 率37％ で あ り
，

か な りの 率 で 外因型

喘息 の 含 まれ る 実態 が 明 らか と な っ た．
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POSIT 工VITIES　OF 　SKIN 　TEST 　AND 　IgE　RAST 　TO 　ALLERGENS 　IN 　BRONCHIA 工 ASTHMA

　　　　　　　　　　　　 PATIENTS 　WITH 　NORMAL 　SERUM 　IgE　LEVELS

　　　 Kiyoshi　Hoshino
，
　Akira　Kawasaki，　Yutaka　Mi加 shima 　and 　Saburo　Yano

First　DOPartment　Of　ln　ternal　A4edicine，　Toyama　Medical　and 劭 α7解 aceutieat 伽 勿硲 吻

　　The　posit孟vities 　of　skin 　test　and 　specific 　IgE　antibodies 　were 　stud 孟ed 　in　179　asthmatic 　patients　who 　were

divided　into　three　groups　according 　to　their　serum 　tgE　levels：group　L＝ ＜300　U／ml ，group　M ＝300− 700　U／ml
，group

H＝＞700U ／mL 　1）The　study 　populatlon　was 　made 　up 　as　follows：group 　L　44％，　M 　28％ and 　H 　29％2 ）Skin　test

positivity　was 　35％ in　group　L ，
74％ inM

，
92％ in　H 　and 　14％ in　the　healthy　non ・asthmatic 　group ．3）The　positivity　in

IgE　RAST 　was 　37％ in　L，69％ in　M 　and 　83％ in　H．4）The　percentage　of　patients　shoWing 　positivity　in　eithe
’
r　skin 　test

or 　lgE　RAST 　was 　37％ in　L，76％ in　M 　and 　92％ in　H ．　These　results 　suggest 　that　we 　should 　be　careful 　in　determining

the　type　of　asthma 　in　case　of　normal 　serum 　IgE　leve1．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


